『賢者の書』 ～人生を幸福にする９つの教え～　
中年男のアレックスと、冒険の途中である少年サイードは公園で出会う｡しかし､サイードはまだ｢その時｣がきていないとして､アレックスの隣で軽く眠ってしまう。そこで、アレックスはサイードが寝ている間、少年が抱えていた「賢者の書」を読むことにした｡そこには、サイードのこれまでの旅の記録が書かれていた｡これまでの旅で８人の賢者に会ってきたことが記されている…喜多川 泰　著
第一の賢者－１）「行動」
「人間の人生は、大きな絵を完成させることに似ている。行動の結果として我々が手に入れるものは、成功でもなければ失敗でもない。我々が手にするものは、一枚の絵を完成させるために必要不可欠な、パズルの１ピースに過ぎない。であるから、行動をおこすときに何かを期待したり、失敗することを恐れたりすることには、何の意味もない。

・大切なのは、必要なピースを集めるためにできるだけ多くの行動をおこすこと。そして、行動の結果返ってきたものを良く観て、よく見て、｢どうやって｣これを使うのかを考えること。

・手にしたピースがたとえ期待していたものとたとえ期待していたものと違っていたり、今の自分には耐えられそうにもないほど辛いものに思えたりしたとしても。それは人生における失敗ではない｡かけがえのないパズルの一ピースを手に入れるという､大事な経験だったのだ｡
・完成したピースを見れば、そのことに気づくはずだ。どうしてもそれが「必要」だったということに。

・同じ感動を得ることはない。それによって一度手にしてしまっているということがわかる。反対に、受け取っていないうちは何度もそれを与えようとしてくれる。

・ピース１個、１個が行動である。人間は行動した分だけピースがもらえる。でも、これらを２、３個はめ込んだところで、どういう絵が描かれるかわかるはずがない。
・黒のピースは行動の結果得られた「失敗の経験」であるとしよう。
それでも立派な行動の結果だ。これを受け取り自分の「絵」にはめ込めば一つの成果となる。
・愚かな人間は真っ黒のピースは必要ないと判断して受け取らない。そうすると、天はその人にまた真っ黒のピースを受け取るまで与えることになる。
・失敗も大きな絵を描くために必要な行動であるにかかわらず、不要であると誤った判断をするものだから、いつまでたっても絵は完成しない。絵の大きさは行動の数によって違う。成功か失敗かは問題ではない。
・行動の数によって決まるのだ。行動なくして失敗も成功もない。大抵の人間が成功しないのは、絵の中心部のピースがなかなか拾えないことから、あきらめ、これ以上傷口を拡げたくないなどと言い訳して行動を起こすことを辞めてしまうからだ。
・とにかく行動だ。行動の結果を一喜一憂するのではなく、成功も失敗も、一個一個集め、経験を積み重ねていくことが大事なのだ。

大いなる力の影響力はそこまで。絵を完成させるのは自分自身｡
・夢は未来予想図。ビジョンは完成図｡絶対に到達することができる場所であり、信念をもとに描かれる絵。
第二の賢者－２）「可能性」
人間には無限の可能性がある。
宇宙にある、ありとあらゆるものを創り出した大いなる力は、人間を創り出し、すべての創造物の中で、唯一人間にだけ自らと同じ大いなる力を授けた。それが『心』｡
このことを自覚し、自分には世の中に新しいものを生み出す無限の可能性があると気づき、行動を起こすとき、大いなる力が様々なかたちで手助けをしてくれる。自分もその人間の一人なのだから、不可能と思えるようなビジョンを実現する無限の可能性が自分にもあるということを正しく自覚することが人生の成功につながる。
第三の賢者－３）「自尊心と他尊心」
人生を素晴らしいものにするためには自尊心を高めなければならない。自分自身がかけがえのない存在であり､無限の可能性を持った唯一無二の存在であると自覚し､自尊心と同じだけ他尊心も高めている必要がある｡

第四の賢者－４）「目標」
成功は職業についてくるものではなく、人についてくるもの。何になるかを目標にしても成功を収めることはできない。まず、真剣に考えなければならないのは、どんな人間になりたいかである。
自らの理想を追求、実現しようとすればその過程の中で自らの進むべき道を自然と見いだし、何をやるべきかは自ずと決まってくる。
第五の賢者－５）「今」
一冊の伝記を完成させるようなもの。今日できることは、ただひとつ、成功者としてふさわしい過ごし方をするだけ。

第六の賢者－６）「投資」
成功者といわれる人は、人生という貴重な財産を、時間という財産を投資したのだ。結果として自らの描く壮大なビジョンを完成させるために必要なパズルのピースをすべて受け取ったのだ。

第七の賢者－７）「幸福」
・東のオアシスに住むのは自分を幸せにすることを探す人、西のオアシスに住むのは他人を幸せにすることを探す人｡

・どちらを考えるかによって自分の所属するオアシスが決まる。

・西のオアシスに住むのはなかなか行動できるものではないが、世の中の成功者はすべて西のオアシスの住人である。

第八の賢者－８）「言葉」

・人生は言葉によってつくられている。
・その人に起こるすべての出来事はその人が発したり、心の中で思い描いたりする言葉に起因する当然の結果に過ぎない。
そして、一番よく聞くのは他の誰でもない、自分の心の言葉である｡

人は自らの言葉を他の誰よりも多く聞き、最も強く影響を受け、自らの人生を自らの言葉どおりの方向に向けようとする。そして、将来には、今日自分が使った言葉どおりの人生が待っている。
今日一日思ったり、使ったりする言葉は成功が約束された者がきっと使うだろうと思えるような言葉でなければならない。

最後の賢者の教え　９）①「感謝」
・人生をよりすばらしいものにするためには、感謝の言葉を多く口にする毎日を送らなければならない。

・すべての人や出来事に対して心から『ありがとう』

・毎日が感動の連続になる。

・成功した人生とは、幸せな人生

・幸せな人生とは、人生におけるすべての日を幸せで満たすこと。

・今日一日を感謝で埋めること

・自ら持っているすべての恵みを亜添え上げてできるだけ多くのことに『ありがとう』をいうこと

②「与える」
・人生において欲しいものを手に入れるためには、手に入れたいと思うものを与える側にならなければならない。

・感動させる側になって初めて真の感動を充分に味わうことができる。

・どうしても手に入れたいものであればあるほど、どうやって人に与えるかを考えなければならない。

　　　　　　　　　　③「誕生」
人間は何度だって生まれ変わることができる。

きっかけは人と人、1冊の本との出会いかもしれない。

昨日までの愚者は今日、賢人として新しい誕生を迎える可能性を持っている。そして、その可能性はすべての人にある。
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所（知多クリック内）
　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2009.10.30
